
第49回大会を開催
自動車総連は９月３日、自動車総連 View-well Square
（東京）をメイン会場としての大会を開催した。

自動車総連、第28期
後半期の活動をスタート!!

●髙倉会長挨拶（要旨）
●国政報告
●報告承認事項

◆一般経過報告
◆第28期前半期決算報告

●特別報告
◆あり方委員会中間答申
◆第７次組織拡大中期計画

●議事
◆第１号議案：第28期後半期予算（案）

　第49回大会は新型コロナウイルスへの感
染ならびに拡大防止における自動車総連とし
ての社会的責任、そして、参加者の安全最優
先の観点にて、自動車総連View-well Square
（ビューウェル スクエア）と12労連をWebシ
ステムで繋ぐ「分散開催」として実施した。
　永瀬中央執行委員（三菱自動車ふそう労
連）の司会で開幕し、髙倉会長の挨拶に続
いて顧問議員の国政報告が行われた。
　報告承認事項の審議では、「第28期前半
期運動の経過報告」、「2020年総合生活改
善の取り組み総括」、「第28期前半期決算
報告」が報告され承認された。
　特別報告「あり方委員会　中間答申」、
「第7次組織拡大中期計画」の後、議事の
審議に入り「第28期後半期予算（案）」が
承認され、第49回大会は終了した。
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労使のコミュニケーションを
さらに深め議論していく

　令和の時代に入り、米中新冷戦構
造に代表される保護貿易主義の台
頭、さらには、CASE・MaaSに代表
される第４次産業革命・デジタル革
命への対応によって取り巻く環境が
急激に変化し始めている中、今回の
コロナ禍の到来は、これまでの幾多
の危機的状況や変革期を遥かに上回
る事態が生じており、産業・企業の
構造・商品戦略や消費者の購買ニー
ズ、さらには生活スタイルや働き方な
ど、あらゆる分野に多大な影響を及
ぼしています。
　すそ野の広い自動車産業が、今後
も日本で競争力を磨き続け、雇用を
維持し、モノづくりを続けていくため
には、変化や危機を敏感に察知し、
今起こりつつある変化を後戻りさせ
ず、あらゆる変革に果敢に挑戦して
いかなければなりません。
　７月には自工会および部工会との
労使会議をWebにて開催し、自動車
業界が復興のけん引役を担い、日本
のモノづくりと雇用を守り抜いていく
ことについて、産業労使としての意
思合わせを行いました。
　すでにモノづくりを守り、サプライ
ヤーを支援する「助け合いプログラ
ム」等、業界一丸となって迅速に対応
する施策も実施されており、当面は危
機を乗り切るための財政支援や需要
喚起策などの要請を行いながら、アフ
ターコロナの時代における産業ビジョ
ン・求められる人材・働き方や、それ
を支える制度・処遇のあり方などにつ
いても、労使のコミュニケーションを
さらに深めながら論議していく必要が
あり、自動車総連としてもまずは雇用
と生活を守っていくことを基本に、政
府・行政・経営者団体との連携を強化
していきたいと思います。

コロナ禍で組織力を高める
工夫が必要

　今後、新型コロナウイルスと向き
合っていく中で、ニューノーマル（新
常態）という、これまで当たり前で
あったことが、これから当たり前でな
くなり、我々労働組合の活動や社会
のあり方も大きく変わっていくことが
想定されます。
　感染予防に有効な手段は、３密
（密閉・密集・密接）の回避とソー
シャルディスタンス（社会的距離）
の確保ですが、人と「会わない・
近づかない・向き合わない・話さな
い」ことなどによる様々な弊害も懸
念されます。
　他の人と接触することで喜びや悲
しみ、感動や共感を分かち合えるこ
とは、人とのつながりや交わりによっ
て生み出されるものであり、寛容性
を失った組織や社会は、持続可能性
を失ってしまう懸念もあります。
　ウイルスとの共生を前提に、Web
などのオンラインでの活動と、面着
での活動をいかに両立させ相乗効
果を上げていくのか、また、多様化
する個々人の価値観やニーズがある
中で、組合員の総意としての意見を
いかにまとめていくのかなど、労働
組合としての団結力・組織力を高め
ていくうえでの工夫が必要となりま
す。これまでのやり方に固執するこ
となく、危機をチャンスと捉え、一
人一人の行動を見つめ直し創り出し
ていく、新しい価値観のもとでの構
想力が問われています。
　また自動車総連は2022年に結成50
周年を迎えます。産別組織としての
あるべき姿の実現に向けた方向性に
ついて本大会で中間報告を行いまし
た。自動車総連の特徴である産別と
労連との一体的運営をより効果的・
効率的に行い、自動車総連にしかで

きない、しなければならない活動によ
り特化した「道しるべ」にしていきた
いと思います。

政策制度の取り組みは
顧問議員・対外組織と連携し対応

　日本が直面している超少子高齢
化・生産年齢人口の減少問題や社会
保障制度・地方分権改革など、持続
可能な社会の再構築に向けた課題が
山積している中、コロナ禍が直撃し、
政治の果たすべき役割は、従来にも
増して非常に重要になっています。
　今回、国民民主党と立憲民主党が
双方解党したうえで新党を設立する
動きがありますが、産別で支援する
政党が異なる状況を解消し、連合と
して一枚岩で一体感を持って取り組
めるためにも大同団結することには
期待しますが、単なる選挙目当ての
数合わせや大義のない合流では、こ
れまでの分裂の歴史を繰り返すだけ
であり、新党をつくるなら、共通の理
念・政策を基本に、組合員・国民の期
待や信頼感が醸成されなければなり
ません。残念ながら今回の合流の動
きでは、我々が目指す状況には至っ
ていないとの判断から、組織内議員
とも連携のうえ、組織内議員が合流
新党に参加することを断念しました。
　今後、合流新党との連携のあり方
や国政選挙の取り組みなどについて
は、顧問議員や連合・友誼産別との
連携を深めながら対応していきたい
と思います。

　組合員・家族が安心・安定を実感
して働き、生活できる環境を作り出し
ていくために、時代認識に立った明
確なビジョンを掲げながら、新たな
試み、改革と創造に果敢に挑戦をし
ていきたいと思います。
　共に頑張りましょう。
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髙倉会長挨拶（要旨）

組合員・家族の安心・安定のため
新たな改革と創造に果敢に挑戦していく
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　「第28期前半期の活動全般について」、「2020年総
合生活改善の取り組み総括」を報告し、承認された。
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一般経過報告

　「第28期前半期決算報告」について報告し、全
会一致で承認された。

●あり方委員会中間答申

特別報告

●第７次組織拡大中期計画
　「あり方委員会中間答申」
について報告し、承認された。

　「第７次組織拡大中期計画」
について報告し、承認された。

　第28期後半期予算（案）について提案され、全会一致で承認された。
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自動車総連 ホームページ　リニューアルしました
2020年4月に自動車総連のホームページをリニューアルしまし
た。スマートフォンからでも見やすいデザインになりました。
タイムリーな更新に務めてまいりますので、
ぜひチェックしてみてください！

URL:https://www.jaw.or.jp/

第28期前半期決算報告
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　2022年10月に迎える50周年を節目として、今後の自動車総連は
いかにあるべきかについて、あり方委員会を立ち上げ、第50回大会
（2021年９月）にて答申します。
　本大会では中間答申として、取り巻く環境認識・課題抽出のも
と、自動車総連のあるべき姿の実現に向けた５つの「目指すべき方
向性」を確認しました。
　「目指すべき方向性」は個々に独立したものではなく、いずれにも
有機的な構成となっていることから、実現に向けては自動車総連と
各労連による一体的運用を軸としつつ、国や地域、関係組織や経営
団体などとの連携を図りながら進めていくことが重要です。
　後半期では、実現に向けた新たな方策などについて議論を深め
ていきます。

「目指すべき方向性」の実現に向け議論を深めるあり方委員会中間答申

あり方委員会が示す「目指すべき方向性」

労働組合の役割
（リーダーシップ）を
発揮していく

日本の優位性
（魅力）を

維持・向上させていく

生活者の生きがい、
働く者のやりがいを
高めていく

地域社会との
結びつきを
高めていく

自動車産業の
優位性（魅力）を
維持・向上
させていく
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国政報告

政策実現に向けて、政治への参加を
自動車総連組織内議員　衆議院議員　古本 伸一郎

自動車総連組織内議員　参議院議員　礒﨑 哲史

自動車総連組織内議員　参議院議員　浜口 誠

どういう道をとるか議論し判断していく

政策を実現するため今後の立場を判断していきたい
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　ご案内のとおり安倍総理が
辞任を決め、風雲急を告げて
います。
　こうした状況のときに国民民

主党が分裂、解党するということに至り、私自身５年
間で４回目の党の変更になります。
　私は今回、立憲民主党を中心とする合流新党に
は、参加しないということを決めました。ここは一
旦ひと呼吸置いていずれの党に属するのが一番職

場の皆さんが喜んでいただける、より私たちが政策
実現できるかを見極めるために、暫時、無所属で活
動する道を選びたいと思います。
　むしろ職場の皆さんと所属政党かくあるべしとい
うことを職場討議をしながら、その後にいずれかの党
に属していくという判断をしていきたいと思います。
　皆さんには、政策実現をしていくため、これからも
政治に参加していただくようお願いいたします。

　今回の豪雨について、被災さ
れた皆さんに心からお見舞いを
申し上げます。
　そしてこの半年間コロナ禍に

おいても、国民民主党の党員サポーター募集の活動に
お力添えをいただき、感謝を申し上げると同時に、ご協
力をいただいた直後、国民民主党は立憲民主党との合
流に向け、解散することになり、ご心配をおかけしてい
る点についてお詫び申し上げます。大きな影響を与え
ているということを自覚し、間違いない判断をしていき

たいと思います。
　判断をするうえでの思いとしては、多くの意見を聞
き、判断をしていく中道路線です。２年前に労働基準
法の改正案があり、法案の採決には反対しましたが、
問題点を議論したうえで付帯決議をつけることによ
り、中道路線の考え方が再現できたのではないかと
思います。
　これから先、どういう道をとるのか、引き続き議論を
したうえで判断をしていく、その思いをご理解いただき
たいと思います。

　自動車総連の皆さんの日頃の
ご支援に感謝申し上げます。
　今年も、九州はじめ全国で豪
雨災害が発生しておりますが、

被災地の復旧・復興を全力で支援してまいります。
　野党再編については、自動車産業政策等の政策実現
を真ん中に考え、今後の立ち位置を考えていきます。
　私たち３人が中心に活動する自動車議連では、ア

フターコロナの自動車産業政策として、働き方や地方
回帰等の変化を踏まえ、通勤で使う車に係る負担（車
両購入費、ガソリン代、駐車場代等）を経費化し所得
控除に反映、車を複数台数保有する世帯における自
動車税、軽自動車税等の２台目半減、３台目以降免除
を政策提言しました。こうした政策を実現するために
どのような立場で取り組むべきか、自動車総連の皆さ
んとも協議し、今後判断していきたいと思います。

次回は１月中旬以降の発行を予定しています。

「ゆとり・豊かさ・社会的公正」を
実感できる政策実現へ今後も全力を尽くす
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